
特集 入試必勝スケジュール
（高受編）

開成公開テスト成績アップ者
　　　 &成績優秀者

合格体験記

開成ハイスクールの授業は
こう活かせ！！

《好評連載》
先生からのおすすめ本

学校・入試情報
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今月の
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「初日の出」は、一年で最初に昇る太陽のこと。

つまり、元日の日の出です。

太陽の光が届かない暗闇は、さながら受験生の迷いを写すようです。

それでも、明けない夜はありません。

みなさんにとっての一筋の光から始まる夜明けは、積み重ねた努力の顕現です。

「やりきった」と笑顔で言えるように、今できる努力を惜しまず、周囲の人に感謝をして、

目標に向かい進んでいきましょう。

けんげん

入試必勝
スケジュール

その3 高校受験編
初めての受験という生徒も多い高校受験。

合格するぞという自信は、それまでの努力に裏付けられます。
開成ファミリー新春号では、高校受験に焦点を当て、

入試スケジュールや受験生のアドバイスを掲載しています。
入試は終わりではなく、新たなキミへとステップアップする始まり。

悔いのないように、全力で駆け抜けましょう！

高校受験生
必見！
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入
試
当
日
を
迎
え
る
ま
で

　

読
解
力
は
知
識
で
は
な
く
技
能
で
す
。
毎
日
一
題
で
も
練
習
し
て

能
力
の
維
持
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
解
き
直
し
も
有
効
で
す
。
既

読
で
も
、
解
答
条
件
や
着
眼
点
を
落
ち
着
い
て
再
確
認
し
、「
こ
こ
ま

で
わ
か
れ
ば
解
け
る
」
と
い
う
状
態
を
体
感

で
き
れ
ば
自
信
も
つ
き
ま
す
。

入
試
当
日

　

こ
れ
ま
で
自
分
が
努
力
し
て
積
み
重
ね
て

き
た
も
の
を
信
じ
ま
し
ょ
う
。
普
段
通
り
に
、

時
間
配
分
や
解
答
形
式
に
注
意
し
、
キ
ー
ワ
ー

ド
の
線
引
き
や
記
述
・
作
文
の
下
書
き
な
ど

手
を
動
か
し
て
考
え
、
丁
寧
な
表
記
で
、
で
き
る
問
題
を
着
実
に
解

い
て
い
け
ば
大
丈
夫
で
す
。

　

夜
中
遅
く
ま
で
勉
強
を
し
、睡
眠
を
十
分
に
と
れ
ず
に
い
る

と
残
念
な
が
ら
勉
強
し
た
内
容
は
上
手
く
頭
に
入
っ
て
い
か
な

く
な
り
ま
す
。今
回
は
受
験
合
格
に
も
通
じ
る「
良
質
な
睡
眠
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

良
質
な
睡
眠
を
と
る
た
め
に
は
、ま
ず「
寝
る
た
め
の
環
境

を
整
え
る
」と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。例
え
ば
自
分

に
あ
っ
た
習
慣（
香
り
、音
楽
鑑
賞
な
ど
）を
取
り
入
れ
る
、寝

室
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
も
ち
こ
ま
な
い
、と
い
う
の
も
手

で
す
。ま
た
、布
団
に
入
っ
て
も
頭
が
さ
え
て
寝
つ
け
な
い
と
い

う
人
に
お
す
す
め
な
の
が「
腹
式
呼
吸
」で
す
。方
法
は
、

①
息
を
深
く
吸
っ
た
ら
2
〜

3
秒
ほ
ど
息
を
止
め
る
。

②
息
を
ゆ
っ
く
り
深
く
吐
い

た
ら
、
2
〜
3
秒
ほ
ど
息
を

止
め
る
。

③
こ
れ
を
数
回
繰
り
返
す
。

と
い
う
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、「
朝
は
同
じ
時
刻

に
起
床
し
、直
後
に
日
光
を

浴
び
る
」よ
う
に
す
る
と
、生
活
リ
ズ
ム
が
整
い
ま
す
。

　

睡
眠
は
記
憶
力
を
向
上
さ
せ
た
り
、免
疫
力
を
強
化
し
た
り

と
受
験
生
に
と
っ
て
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。ぜ
ひ
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
語

入
試
当
日
を
迎
え
る
ま
で

　

受
験
す
る
私
立
や
公
立
の
過
去
問
の
演
習
＋
今
ま
で
学
習
し
た
テ

キ
ス
ト
の
解
き
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
知
識
を
入
れ
る
の
で

は
な
く
、
習
っ
た
知
識
が
ち
ゃ
ん
と
利
用
で
き
て
い
る
か
の
確
認
を
繰

り
返
し
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
試
当
日

　

で
き
る
問
題
を
確
実
に
解
く
こ
と
に
全

力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。
１
問
に
使
え
る

時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
〜
３
分
考

え
て
も
解
法
の
道
筋
が
見
え
な
い
問
題
は

後
回
し
に
し
ま
し
ょ
う
。
計
算
問
題
の
見

直
し
の
時
間
も
考
慮
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

数
学 『

毎
日
よ
く
眠
る
た
め
の

方
法
伝
授
』

大　
阪

兵　
庫

京　
都

滋　
賀

【
出
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月月2

入
試
当
日
を
迎
え
る
ま
で

　

社
会
の
入
試
問
題
は
頭
の
中
の
知
識
を
ど
う

つ
な
げ
て
思
考
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
そ
の
た

め
に
事
前
の
知
識
チ
ェ
ッ
ク
は
不
可
欠
で
す
。　

地
理
な
ら
図
表
の
確
認
、
歴
史
な
ら
事
項
の
流

れ
の
チ
ェ
ッ
ク
、
公
民
な
ら
規
則
・
制
度
の
確
認
を
こ
ま
め
に
行
い
、

知
識
点
検
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

入
試
当
日

　

図
や
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
、
記
述
問
題
な
ど
思
考
型
の
設
問
出
題

も
増
え
て
い
ま
す
が
、
あ
せ
ら
ず
丁
寧
に
解
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
社

会
は
一
題
一
題
の
問
い
が
単
独
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
、
わ
か
ら
な
い

設
問
が
あ
っ
て
も
次
の
一
題
で
切
り
替
え
て
集
中
し
、
得
点
を
積
み
上

げ
て
い
け
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会

入
試
当
日
を
迎
え
る
ま
で　

　

英
語
長
文
読
解
問
題
で
点
数
を
取
る
た
め

に
大
事
な
の
は
、「
語
彙
力
」
や
「
文
法
力
」

だ
け
で
は
な
く
「
速
読
力
」
で
す
。
長
文
読

解
問
題
を
解
く
際
に
は
、
制
限
時
間
を
必
ず

設
け
る
こ
と
。
普
段
か
ら
「
時
間
」
を
意
識

し
て
お
け
ば
本
番
で
も
慌
て
ま
せ
ん
。

入
試
当
日

　

入
試
当
日
は
誰
も
が
緊
張
し
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ
基
本
が
大

事
で
す
。
基
本
単
語
の
ス
ペ
ル
ミ
ス
は
な
い
か
、
大
文
字
・
小
文
字
・

符
号
（
ピ
リ
オ
ド
・
コ
ン
マ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
）
に
誤
り
は
な

い
か
、
落
ち
着
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
時
間
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

英
語

入
試
当
日
を
迎
え
る
ま
で

　

理
科
は
覚
え
る
こ
と
が
70
％
、
計
算
が

30
％
で
す
。
入
試
1
週
間
前
か
ら
は
、
講

習
会
の
テ
キ
ス
ト
を
利
用
す
る
な
ど
し

て
、
基
本
用
語
と
基
本
公
式
を
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と
と
、
自
分

が
受
験
す
る
学
校
の
過
去
問
で
解
け
な
か
っ
た
問
題
を
や
り
直
し
ま

し
ょ
う
。

入
試
当
日

　

各
問
の
最
後
の
1
行
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
、
解
答

の
書
き
方
の
指
示
が
あ
り
ま
す
。

　

ミ
ス
を
な
く
す
た
め
に
必
ず
実
行
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
解
け
そ

う
だ
が
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
問
題
は
最
後
に
回
し
、
す
べ
て
の
問

題
に
目
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

理
科

高校受験生
必見！

高校受験生
必見！

高校受験生
必見！
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22
FRI

23
SAT

24
SUN

25
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【
入
試
】

私
立
高
校 

【
学
力
検
査
】

公
立
高
校

推
薦
・
特
色
選
抜

【
合
格
発
表
】

公
立
高
校

推
薦
・
特
色
選
抜

【
学
力
検
査
】

公
立
高
校

推
薦
入
学
・
特
色
選
抜

【
合
格
者
発
表
】

公
立
高
校

推
薦
入
学
・
特
色
選
抜

【
合
格
者
発
表
】

公
立
高
校 
前
期
選
抜

【
学
力
検
査
】

公
立
高
校 

前
期
選
抜

【
学
力
検
査
】

公
立
高
校

特
別
入
学
者
選
抜

【
合
格
者
発
表
】

公
立
高
校

特
別
入
学
者
選
抜

【
出
願
期
間
】

公
立
高
校

特
別
入
学
者
選
抜

【
出
願
期
間
】

公
立
高
校 

中
期
選
抜

【
出
願
期
間
】

公
立
高
校

一
般
選
抜

【
出
願
期
間
】

公
立
高
校

推
薦
入
学

特
色
選
抜

【
出
願
期
間
】

 

公
立
高
校

一
般
入
学
者
選
抜

公立高校入試対策ゼミ中３文理学科TOP10入試対策ゼミ・

公立高校入試対策ゼミ

公立高校入試対策ゼミ

公立高校入試対策ゼミ

【
入
試
】

奈
良
私
立
高
校

【
入
試
】

和
歌
山
私
立
高
校

大　
阪

兵　
庫

京　
都

滋　
賀

【
入
試
】
大
阪
・
兵
庫
・
京
都 

私
立
高
校　

高校受験
編

入試必勝
スケジュ

ール

【
出
願
期
間
】

公
立
高
校

前
期
選
抜

0606070707
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24
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25
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26
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27
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28
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29
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30
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31

【
学
力
検
査
】

公
立
高
校 

一
般
入
学
者
選
抜

【
学
力
検
査
】

公
立
高
校 

一
般
入
学
者
選
抜

【
合
格
者
発
表
】

公
立
高
校 

一
般
入
学
者
選
抜

【
合
格
者
発
表
】

公
立
高
校 

一
般
入
学
者
選
抜

【
出
願
期
間
】

公
立
高
校

一
般
入
学
者
選
抜

 （
２
日
３
日
を
除
く
）

高校受験
編

入試必勝
スケジュ

ール

月月月3
□ リストを見ながら、持ち物を確認する
□ ゆっくりとお風呂に入るなどして、
　 気持ちを落ちつかせる
□ しっかりと晩ご飯を食べる
□ 目覚ましをセットする
□ 家族・先生たちからエールをもらう
□ 合格するぞ！と思いながら早寝する

受験前日　やることリスト

受験当日　持ち物チェック

□ 受験票
□ 受験案内
□ 鉛筆
□ シャープペンシル
　（芯が残っているの 
　 かも必ず確認）
□ 消しゴム
   （２.３個 丸くない　  
　 ものが良い）
□ 定規・三角定規
□ コンパス　
□ 鉛筆削り
□ 腕時計
□ カイロ
□ お守り

□ 見直し用教材
□ ハンカチ
□ ティッシュペーパー
□ マスク
□ 上履き・スリッパ
□ あたたかい飲み物
□ 脱ぎやすい前開きの上着
　（暑くなったら脱いでひざ掛
　 けにできます）
□ みんなからの愛情
□ 合格するぞ！という強い気
　 持ち
□ 支えてくれたすべての人へ  
　 の感謝の気持ち
□ ※その他、学校から指定さ 
　 れたもの

【
学
力
検
査
】

公
立
高
校 

後
期
選
抜

【
合
格
者
発
表
】

公
立
高
校 

後
期
選
抜

【
出
願
期
間
】

公
立
高
校 

後
期
選
抜

【
学
力
検
査
】

公
立
高
校 

中
期
選
抜

【
学
力
検
査
】

公
立
高
校 

一
般
選
抜

大　
阪

兵　
庫

京　
都

滋　
賀

【
合
格
者
発
表
】

公
立
高
校 

中
期
選
抜

【
合
格
者
発
表
】

公
立
高
校 

一
般
選
抜

　

当
日
、一
科
目
試
験
を
終
え
る
ご
と
に
次
の
科
目
の
試
験
ま

で
数
分
間
の
休
憩
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

休
憩
時
間
な
の
で
過
ご
し
方
は
自
由
で
す
。今
回
は
そ
れ
を
前

提
と
し
つ
つ
、お
す
す
め
の
過
ご
し
方
を
い
く
つ
か
紹
介
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
１  

毎
回
立
ち
上
が
っ
て
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ

そ
の
２  

次
の
試
験
に
備
え
て
整
理
ノ
ー
ト
に
目
を
通
す

そ
の
３  

好
き
な
味
の
お
茶
を
持
っ
て
い
き
、休
憩
時
間
に
そ
れ

　
　
　

  

を
飲
ん
で 

ほ
っ
と
す
る（
飲
み
す
ぎ
に
注
意
）

な
ど
な
ど
、各
自
が
次
の
試
験
に
向
け
て
体
調
や
精
神
状
態
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
こ
で
、み
な
さ
ん
に
共
通
し
て

伝
え
た
い
の
が
、「
終
わ
っ
た
教
科
の
答
え
合
わ
せ
は
し
な
い
が

吉
！
」と
い
う
こ
と
で
す
。理
由
は
、終
え
た
教
科
の
答
え
合
わ

せ
は
次
の
教
科
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
す
し
、も
し

失
敗
を
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
ら
自
信
を
無
く
す
原
因
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。そ
れ
よ
り
も
、わ
ず
か
な
休

憩
時
間
の
中
で
次
の
試
験
に
向
け
て

準
備
す
る
ほ
う
が
よ
ほ
ど
良
い
結
果

を
も
た
ら
す
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

み
な
さ
ん
だ
け
の
休
憩
時
間
の
過
ご

し
方
を
考
え
て
お
く
の
も
作
戦
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
、み
な
さ
ん
に
と
っ
て
感
慨
深
い
一

年
に
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。一
生
懸
命
勉
強
を
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
自
信
が
つ
い
た
時
期
も
あ
れ
ば
、自
分
の
無
力
さ
に

落
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。そ
し
て
こ
の
一
年
、み

な
さ
ん
が
受
験
を
通
し
て
真
剣
に
向
き
合
っ
た
の
は
き
っ
と
勉

強
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
自
身
や
周
り
の
支
え
て
く
れ

る
人
た
ち
に
も
向
き
合
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。受
験
当
日
は

緊
張
す
る
し
不
安
な
気
持
ち
が
付
き
ま
と
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、み
な
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
る
よ
う
に
と
願
う

人
が
多
く
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

　

さ
て
、こ
の
春
か
ら
生
活
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。受
験
に
よ
っ
て
み
な
さ
ん
は
自
分
の
未
来
を
大
き
く
切
り

拓
く
の
で
す
。み
な
さ
ん
は
高
校
生
に
な
っ
た
ら
何
を
し
た
い

で
す
か
？
ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
で
す
か
？

　

開
成
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
は
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
み
な

さ
ん
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
。先

に
控
え
る
大
学
入
試
に
向
け
た

万
全
の
指
導
体
制
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。ハ
イ
ス
ク
ー
ル
担
当

教
師
一
同
、高
一
授
業
で
お
会
い

で
き
る
日
を
心
か
ら
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

『
受
験
日
当
日

  
休
憩
時
間
の
過
ご
し
方
』

『
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
人
に

　
　
　
な
り
た
い
で
す
か
？
』
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「開成ハイスクール」の先生が各高校の定期テスト範囲を
先取り授業してくれます。高校生活スタートの成功秘訣は、
ここにあり！

開成ハイスクールの授業は
こう活かせ！！

　高校入学後は、学校の勉強についていくための定期テ
スト対策と、これまで以上の大学進学へ向けた学習が必要
となります。各高校は同じ学力の生徒が集まりますので、
いきなり各科目の成績が半分以下の順位に、などはよくあ
る悩みです。
　そこで「新高1スタートアップ講座」に参加することで、
その悩みを事前に解消しましょう。春休みの間の３日間で、

ことをリアルに書いていただきました。記載いただいた塾生
たちの生の声は、これから高校生になる皆さんにとっても知っ
ておきたい、そして必ず役立つ情報であるはずです。ぜひ、
高校生としてのより良い一歩を踏み出すためにお役立てく
ださい。

　開成ハイスクールに通う塾生たちは、中学生から高校生
への環境変化に対応し、クラブ活動に励みながらも、好成
績を維持し続けています。今回実施したアンケートでは、高
校生たちがどのように学校での学習と向き合い、またどのよう
に塾を有効活用しているかなど、塾生たちが自ら経験した

品詞って何？〈名詞・形容詞・副詞〉
文型って何？〈第1～3文型を区別しよう！〉
主格補語って何？〈第2文型動詞の表現を整理〉

1日目

はじめから高校英語（75分）講座内容 はじめての高校数学（75分）

たすきがけによる展開と因数分解
次数の低い文字についての整理
複二次式の因数分解、乗法公式の利用

間接/直接目的語って何？〈第4↔3文型書換え〉
目的格補語って何？〈第5文型動詞の表現を整理〉
文型のまとめ〈ここで技あり！文型区別を完成〉

2日目
分母の有理化、二重根号のはずし方
絶対値のはずし方、絶対値のついた方程式
基本対称式、いろいろな式の値

現在形って何？〈現在形が意味するものを知ろう〉
will＝be going toではない！〈様々な未来表現〉
ifの意味って？〈最大の山！ if内の時制注意〉

3日目
一次不等式、連立不等式
絶対値のついた不等式、場合分けが必要な不等式
一次不等式の応用、連立不等式の応用

今を頑張る高校生にこの1年間を振り返り
アンケートにお答えいただきました。

新高1スタートアップ講座について1
POINT

定期テスト勉強会について2
POINT

生徒コメント

何年も高津高校生を担当している先生が毎
年定期テストに出ている重要なポイントを教
えてくれます。定期テストのためだけでなく、
受験においても重要なところをおさえてくれ
るので効率の良いテスト勉強ができます。

高津高校　鶴橋教室在籍

国語や英語ではテスト範囲の対策プリントなどで、
大事なポイントをおさえることができます。数学は予想
問題を解くことで、力がつきます。中学よりもテストの
教科は増えますが、過去問を分析し作成されたがもの
がもらえるので、テスト勉強で困ることはないでしょう。

生野高校　西田辺本部教室在籍

担当教員からの一言
鶴橋教室には文武両道を実践している高津高
校生が多く、各部のキャプテンも多く在籍して
います。みんな部活・学校生活をとことん楽
しみながら、効率よく鶴橋教室で勉強できて
います。高津高校専用コースですので、高津
高校のすべての教科の質問対応～定期テス
ト・入試対策までバッチリです。

西田辺本部教室では、テスト前に各高校専用の
テスト対策予想問題を用いて、徹底した対策を
行っています。各高校の過去問を徹底的に分析
して作成された予想問題はよく的中しています。
テスト対策は私達に任せてください。

生徒コメント

授業は予習がメイン。だから学校のハイス
ピードな授業にもラクラクついていける！！
テスト前には分からない問題を細かいところまで
解説してくれるのでスタートダッシュも成功した！！
そのおかげもあって、自分のやりたいこと、部活を
おもいっきり楽しむことができています♪

春日丘高校　茨木教室在籍

学校の授業の予習をするので、学校で困る
ことなく授業を受けることができます。また
テスト前に市岡高校専用の対策プリントを
もらうことができるので、とても役立ちます。

市岡高校　弁天町教室在籍

担当教員からの一言

授業後、彼女はいつも完璧に理解するまで残っ
て質問をしています。理解しているふりをしな
いことって大切ですね。これからもがんばって
ください。

テスト対策のプリントは最後の確認用として利
用してもらっています。学校の問題集やプリン
トでしっかり仕上げてから上手に活用してくだ
さい。

生徒コメント

新学期の予習をたくさんできたから、学校
での授業は余裕を持って、受けることがで
きました。また、課題の質問や授業ででき
た苦手な部分を質問して、苦手を克服でき
ました。

県立伊丹高校　川西中央教室在籍

講習を受ける前に、苦手なところがめっちゃ
あったけど、先生が分かりやすく教えてくだ
さったので、理解することができました。
分からない問題は、すぐに質問すると後々
が楽になりますよ。

川西北陵高校　日生中央教室在籍

担当教員からの一言

学校の課題・クラブ活動と忙しい毎日を過ごし
ていましたが、2学期を見据えて、一生懸命予
習に励んでくれました。現状に満足するだけで
なく、今できることに打ち込む姿勢がとても素
晴らしいです。

講習会授業を利用し、苦手分野を投げ出さず、
克服することができました。まさに、あなたの
「分かるまでとことん質問」の結果です。自信
を持って新たな単元へ挑んでいきましょう。

ハイスクールの授業について3
POINT

講習会授業について4
POINT

高校合格がゴールではない！！

担当教員からの一言
石山高校　草津駅前教室在籍

天王寺高校　阿倍野教室在籍

新高1スタートアップ講座で、高校の勉強量の多さに驚きました。
そしていち早く対策をすることもできました。準備授業では、他の
入学生より、一歩前進することができます。この機会を最大限に利
用して、よりよい高校生活を送ってください。

高校合格と同時に中学内容の復習、高校内容の予習に追われてな
かなか自分の勉強ペースをつかめずにいましたが、新高1スタート
アップ講座を受講して効率良く要点を絞って学ぶことができました。

新高1スタートアップ講座では、高校生活の紹介から各高校の学習状況
まで、新高1生が高校生として最高のスタートをきるための情報をお伝
えしています。今、あなたがしっかりと頑張れているのは、新高1スタート
アップ講座から勉強を再スタートさせ、他の人よりも一歩進んだ学習が
できているからです。これからも一緒に頑張っていきましょう。

中学校と高校における学習の違いを入学前に確認し、勉強のペースを確立させ、見
事スタートダッシュがかけられましたね。学習量が格段に増える高校では、あなた
が感じた「効率の良い、要点を絞った」学習が大切です。難関国公立大学合格に向
けて、つかんだペースをしっかりとキープし、大学入試対策を行っていきましょう。

生徒コメント

３月より順次スタート
対象：新高１生　無料 ※一部２月中旬開催あり

新高1生
必読！！
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バレンタインは悲しい日がはじまりだった！？

　バレンタインの語源は、古代ローマのバレンタイン司祭から名付けられています。少し世界史の
内容が入りますが、その頃のローマでは皇帝クラウディウス２世という人物が国を治めていまし
た。一方バレンタイン司祭はキリスト教を伝える伝道師のような存在で、力関係は圧倒的に皇帝
クラウディウス２世の方が強いという関係でした。そんな中、皇帝クラウディウス２世が禁止し
た男女の結婚をバレンタイン司祭が執り行ったため、皇帝クラウディウス２世の怒りを買いバレ
ンタイン司祭は2月14日に処刑されてしまいます。しかし、バレンタイン司祭によって幸せになっ
た男女や、その子孫たちが彼を慕い、いつしか「愛の伝道師」として有名になり、ついには愛を伝
える日の代名詞として「バレンタイン」が使われるようになりました。元は人名だったなんて驚き
ですね。

2月のイベントといえば、寒いこの季節にぴったりのあま～いイベント、バレンタインデーです。日本では女性が男性へ

チョコレートを渡し、日ごろの感謝や愛を伝える日とされています。しかし、いつからそうなったのか、日本以外の国では

どうなのか、知らない人も多いのではないでしょうか？今回はみんながソワソワするこの季節にぴったりの雑学をお届

けします。この記事を読むと、また違った楽しみ方ができるかもしれません！

なぜ日本のバレンタインにはチョコレートを渡すの！？

 1932年、モロゾフ株式会社が日本で初めて〝バレンタインデーにチョコレートを贈る〟とい
うスタイルを紹介しました。これは、創業者が「欧米では2月14日に愛する人に贈りものをす
る」という習慣を米国人の友人から聞き、この文化を日本でも広めたいと考えたことがきっか
けでした。なぜチョコレートだったのか、について明確な理由は分かっていません。しかし一説
には戦後の日本でチョコレートというお菓子は馴染みがなく、むしろ外国のお菓子というイ
メージから嫌煙されていた事を逆手に取り、大きな経済市場を生み出すために真新しいチョ
コレートにしたのではないか、とも言われています。この発案が今や国民的なイベントとなり
経済を動かすことになっているなんて、なんだか不思議ですよね。

雑学①

文化によって「何」を「だれ」に伝えるかは様々です。
ぜひぜひ皆さんも楽しくイベントに参加し、周りの人たちに感謝する日としてくださいね。

日本のバレンタインが世界を救う！？

　私たちが口にしているチョコレートは、どのように製造されているのでしょうか？まず
チョコレートの原材料は「カカオ豆」という果実からできています。このカカオ豆、実は日
本では栽培が難しく多くを輸入に頼っています。さて、ここで問題です！カカオ豆の生産量
世界１位～３位の国はどこでしょうか？（※答えはP17の下にあるので探してみてね）
日本は様々な国から輸入をして、私たちの生活に必要なものを得ています。裏を返せば、
それは私たちの消費が世界のどこかの国を支えているということです。日本の経済規模の
大きいバレンタインというイベントも、日本だけでなくカカオ豆を生産している国に影響し
ている、そう思うとまた違ったイベントの楽しみ方ができそうですね！

雑学③

日本の女子は大和なでしこ！？

　最近では「逆チョコ」と銘打って男性からチョコレートを渡そう！という文化を浸透させよう
として様々な企業が宣伝をしています。しかし、日本ではまだまだ女性から渡す文化が浸透して
いますよね。バレンタイン近くになると男子がチョコレートを「義理でも良いからちょうだい！」
と女子におねだりしていたり、女子が好きな男子へどうやってチョコレートを当日に渡すのか
を相談していたり、みんながソワソワする様子は皆さん目にしているのではないでしょうか。し
かし、なぜ日本では女子からチョコレートを渡すのでしょうか？これにも諸説ありますが、有力
な説では日本人の女性文化によるものだと考えられています。日本の女子を表す言葉に「大和
なでしこ」があるように、「女子は男子の三歩後ろを歩くもの」「内助の功」というような考え方
が浸透している時代がありました。現代でも、世界から見た日本の女性は「おしとやか」なんだ
そうです。そんな中、バレンタインデーというイベントを流行させる際、女子をターゲットにし、
「この日だけは女子が前に出て気持ちを伝える日」として広報戦略を打ったところ、それが浸
透し、現代の「日本流バレンタインデー」が誕生したのだそうです。世界的にみても、男女平等
が当たり前の時代に動いていた、絶妙なタイミングも影響したのかもしれませんね！

雑学④

世界のバレンタインってどんな日なの！？

　世界のバレンタインを見てみましょう！まずイギリスでは、男性から女性に愛の言葉を書いたバ
レンタインカードやバラの花束を渡すそうです。ちなみにバラの花束の本数には意味があり、1本
だと「一目ぼれ」、12本だと「付き合ってください」、108本だと「結婚してください」なんだそう！英
国紳士ながら、とてもロマンチックですよね。次にアメリカでは、子どもからお年寄りまで男女問
わず親交を深め、愛情だけでなく友情を深め合う日なんだそうです。中でも印象的なのが、アメリ
カの学校では学校内でバレンタインデーにカードやキャンディ、花を購入すると、その一部や全額
が寄付金になるというチャリティに繋がるイベントにもなっているのだそう。まさにアメリカらし
い、とてもフレンドリーで自由な発想ですね。最後にお隣の韓国では、なんと日本と同じく女子か
ら男子へ贈り物をする文化なのだそうです。ただし韓国にはバレンタインデー、ホワイトデーが終
わった後に「ブラックデー」というイベントが存在します。どんな日なのかというと、バレンタイン
デー・ホワイトデーを経てもカップルになれなかった人たちが黒い食べ物（チャンジョンミョンとい
う黒い麺）を食べるという日なんですって！参加することによって新たな出会いに繋がるそうで、若
者を中心に浸透しているんだとか。とってもユニークですよね！

雑学⑤

雑学②

バレンタインデー
編

問題の答え カカオ豆生産量 世界第1位：コートジボワール　2位：ガーナ　3位：インドネシア
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小・・・小学生におすすめ 中・・・中学生におすすめ 高 ・・・高校生におすすめ

アンケートにお答え頂いた方から抽選で紹介した本をそれぞれ2名様ずつにプレゼントいたします。

『
僕
た
ち
の
小
指
は

  

数
式
で
つ
な
が
っ
て
い
る
』

桜
町
は
る　

著

宝
島
社
文
庫

その他おすすめ本

①短編工場
集英社文庫編集部（伊坂幸太郎ほか） 著／集英社

②書く力　私たちはこうして文章を磨いた
池上彰・竹内政明 著／朝日新聞社

③吾輩も猫である
赤川次郎ほか 著／新潮社

①変身
東野圭吾 著／講談社文庫

②精霊の守り人
上橋菜穂子 著／新潮文庫

③チルドレン
伊坂幸太郎 著／講談社文庫

①姑獲鳥の夏
京極夏彦 著／講談社文庫

②ダ・ヴィンチ・コード
ダン・ブラウン 著／角川文庫

③謎解きはディナーのあとで
東川篤哉 著／小学館文庫

川
崎 

永
先
生
お
す
す
め

　

こ
の
本
の
主
人
公
で
あ
る「
僕
」の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
秋

山
明
日
菜
は
、数
学
が
大
好
き
で
数
学
の
天
才
で
す
が
、

1
ヶ
月
し
か
記
憶
が
保
て
ま
せ
ん
。こ
の
本
に
は「
友
愛
数
」や

「
素
数
」
や
「
完
全
数
」
な
ど
が
出
て
き
ま
す
。
難
し
そ
う

だ
な
と
思
い
ま
し
た
か
？
大
丈
夫
で
す
。
明
日
菜
さ
ん
が
熱
く

感
動
し
な
が
ら
説
明
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て
く
だ

さ
い
。

　

例
え
ば
、
僕
は
28
と
書
か
れ
た
5
0
4
0
円
の
T
シ
ャ
ツ
を

着
て
明
日
菜
さ
ん
と
デ
ー
ト
を
し
ま
す
が
、
28
は
7
の
三
角
数

（
１
か
ら
７
ま
で
の
和
）で
、
5
0
4
0
は
7
の
階
乗（
１
か
ら

７
ま
で
の
積
）
で
す
。ま
た
、
僕
の
携
帯
電
話
の
番
号
は
、

5
0
2
0
│

5
5
6
4
で
、
友
愛
数（
自
分
自
身
以
外
の
約
数
の

和
が
、
互
い
の
数
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。偶
然
の
よ
う
な
僕
の

数
字
に
、彼
女
は
恋
を
し
ま
し
た
。「
僕
」で
は
な
く
、「
僕
の

数
字
」に
、で
す
。

　

明
日
菜
さ
ん
は
、数
字
も
数
学
も
数
学
者
も
大
好
き
で
す
。

そ
ん
な
彼
女
の
こ
と
を
、
僕
は
出
会
っ
た
頃
は
変
な
人
だ
と

さ
え
思
っ
て
い
た
け
ど
、
話
し
て
い
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
印
象
が

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
時
と
、知
っ
た
後
で
は
、

相
手
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
変
化
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

皆
さ
ん
が
こ
の
本
を
読
め
ば
、
数
字
に
対
す
る
印
象
が

変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

『
羊
と
鋼
の
森
』

宮
下
奈
都　

著

文
春
文
庫

その他おすすめ本

矢
野 

和
紀
先
生
お
す
す
め

　
『
羊
と
鋼
の
森
』。
書
店
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
る
と
、

と
て
も
気
に
な
る
題
名
の
本
が
！ 

あ
ら
す
じ
も
見
ず
に

す
ぐ
さ
ま
レ
ジ
へ
…
。
家
に
帰
っ
て
さ
っ
そ
く
読
ん
で
み
ま
し
た
。

　

や
り
た
い
こ
と
も
な
く
無
難
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
た
高
校
生
の
外
村
。
偶
然
「
あ
る
楽
器
」
の

調
律
師
で
あ
る
板
鳥
と
出
会
っ
て
以
来
、
外
村
は
調
律
に
魅
せ

ら
れ
て
い
き
ま
す
。
調
律
師
と
し
て
働
き
始
め
た
外
村
は
様
々
な

音
や
人
と
出
会
い
、
挑
戦
と
失
敗
を
繰
り
返
す
中
で
多
く
を

学
び
、
成
長
を
遂
げ
ま
す
。
読
者
は
そ
の
成
長
の
姿
を
見
守
る

こ
と
が
で
き
る
感
動
作
で
す
。

　

大
き
な
山
場
、
ド
派
手
な
展
開
や
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
ス
ラ
ス
ラ
と
、
初
め
か
ら
最
後

ま
で
心
穏
や
か
に
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
な
の
が

特
徴
で
す
。

　

ま
だ
自
分
の
夢
や
目
標
が
決
ま
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。チ
ャ
ン
ス
は
日
常
に
隠
れ
て
い
ま
す
。そ
の
チ
ャ

ン
ス
の
森
の
中
か
ら
唯
一
無
二
、
自
分
だ
け
の
木
を
探
し
出
し
、

こ
つ
こ
つ
と
努
力
を
続
け
る
こ
と
。
そ
の
大
切
さ
や
難
し
さ
、

日
常
の
か
け
が
え
の
な
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
『
羊
と
鋼
の

森
』。
題
名
の
意
味
、「
あ
る
楽
器
」
の
正
体
。
ぜ
ひ
読
ん
で

確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
美
し
い
表
現
も
多
く
、
き
っ
と

皆
さ
ん
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
よ
！
お
す
す
め
で
す
。

『
す
べ
て
が
Ｆ
に
な
る
』

森
博
嗣　

著

講
談
社
文
庫

その他おすすめ本

平
井 

淳
也
先
生
お
す
す
め

　

私
は
昔
か
ら
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
が
好
き
で
中
学
か
ら

高
校
ま
で
読
み
漁
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は

本
を
手
に
取
る
と
き
そ
の
本
の
何
に
惹
か
れ
て
選
ん
で

い
ま
す
か
。「
表
紙
買
い
」
な
ん
て
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
「
タ
イ
ト
ル
買
い
」
が
多
か
っ
た
で
す
。
タ
イ
ト
ル
の

セ
ン
ス
が
い
い
と
感
じ
る
本
は
中
身
も
自
分
に
合
う
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
お
勧
め
し
た
い
本
は
森
博
嗣
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
の

1
作
目
「
す
べ
て
が
Ｆ
に
な
る
」
で
す
。
タ
イ
ト
ル
を
見
た

だ
け
で
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
、

け
れ
ど
も
と
て
も
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
意
味
は

ぜ
ひ
本
を
読
ん
で
確
か
め
て
み
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
内
容
も

非
常
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

発
売
が
20
年
以
上
前
で
あ
る
の
に
古
臭
さ
は
な
く
、
逆
に

Ａ
Ｉ
や
Ｖ
Ｒ
な
ど
当
時
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
か
っ
た
も
の
が

今
な
ら
ス
ッ
と
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
読
め
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
1
度
目
は
深
く
考
え
ず
ス
ッ
と
読
ん
で
登
場

人
物
の
掛
け
合
い
を
楽
し
み
つ
つ
タ
イ
ト
ル
の
意
味
に
感
動
し
、

2
度
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
張
り
巡
ら
さ
れ
た
伏
線
に
注
目
し
て

読
め
ば
、
も
う
こ
の
本
の
虜
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

中

中

中

小
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は
小
学
五
年
生
の
春
か
ら
塾
に

通
い
始
め
ま
し
た
。
五
年
生
に

な
っ
た
こ
ろ
、
中
学
校
へ
の
進
学
が
視

野
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か

し
、
地
元
の
中
学
校
に
見
学
に
行
っ
た

と
き
、あ
ま
り
勉
強
熱
心
で
は
な
い
よ

う
な
印
象
を
受
け
た
の
で
、
少
し
不
安

に
な
り
ま
し
た
。
両
親
も
同
じ
よ
う
な

思
い
を
持
っ
て
い
た
の
か
、そ
の
と
き
に

中
学
受
験
を
勧
め
ら
れ
、
受
験
を
決
め

ま
し
た
。し
か
し
、
最
初
は
受
験
す
る

と
い
う
実
感
が
わ
か
ず
、「
楽
し
く
塾
に

行
っ
て
、テ
ス
ト
で
良
い
点
を
と
れ
れ
ば

い
い
や
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
受
験
生

と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
は
ス
ー
パ
ー
ベ
ガ（
S
V
）に
行
く
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
六
年
生

の
と
き
に
行
っ
た
夏
期
合
宿
で
の
テ
ス

ト
で
す
。
算
数
の
テ
ス
ト
で
は
問
題
用

紙
の
方
に
解
い
た
答
え
を
解
答
用
紙
に

写
す
と
き
に
間
違
え
て
し
ま
い
、
算
数

賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
く
や
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。

　
秋
期
合
宿
で
は
、ほ
と
ん
ど
の
授
業

を
苦
手
な
社
会
に
し
ま
し
た
。
秋
期
合

宿
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
社
会
が
テ

ス
ト
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
の
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、と
て
も
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
入
試
の
日
が
来
ま
し
た
。

入
試
の
日
に
緊
張
し
す
ぎ
て
、
普
段
の

実
力
を
発
揮
で
き
な
い
人
が
い
た
と
い

う
話
を
先
生
か
ら
聞
い
て
い
た
の
で
緊

張
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。に
も
関
わ
ら
ず
、や
は
り
初

め
は
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。で
す
が
、

一つ
後
の
受
験
番
号
が
知
っ
て
い
る
人
だ

と
、テ
ス
ト
中
に
気
づ
き
ま
し
た
。
僕
は

一
番
後
ろ
で
、
相
手
は
一
番
前
だ
っ
た
の

で
背
中
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ

れ
で
落
ち
つ
く
こ
と
が
で
き
、あ
き
ら

め
ず
に
問
題
を
解
き
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
し
て
、
試
験
が
終
わ
り
、
合

格
を
母
か
ら
聞
い
た
と
き
は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
て
い
ね
い
に
問
題
を
解
説
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
、
自
分
も
し
ん
ど
い
は

ず
な
の
に
、
僕
を
応
援
し
て
く
れ
た
家

族
の
み
ん
な
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
受
験
生
の
み
な
さ
ん
、が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。み
な
さ
ん
の
第
一
志

望
校
合
格
を
心
か
ら
、い
の
っ
て
い
ま
す
。

は
最
初
塾
へ
行
っ
て
授
業
を
受

け
る
だ
け
で
、
家
で
の
勉
強
は
ほ

と
ん
ど
な
く
高
校
も
通
る
と
こ
ろ
に
行

け
れ
ば
い
い
、と
考
え
て
い
ま
し
た
。そ

ん
な
私
が
、
生
野
高
校
に
行
き
た
い
と

思
っ
た
の
は
中
学
二
年
生
の
と
き
で
し

た
。
当
時
の
私
は
成
績
も
あ
ま
り
良
い

も
の
で
は
な
く
、
努
力
圏
で
し
た
。そ
の

と
き
、
塾
の
先
生
に
勉
強
時
間
を
し
っ

か
り
と
る
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
勉
強

が
苦
手
な
私
に
と
っ
て
、
苦
痛
で
あ
っ
た

勉
強
が
毎
日
続
け
る
こ
と
で
習
慣
に
な

り
、
勉
強
が
苦
痛
で
は
な
く
な
り
、
学

校
や
塾
で
の
授
業
を
受
け
る
姿
勢
も
変

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
の
お
か
げ
で
定

期
テ
ス
ト
や
開
成
公
開
テ
ス
ト
の
成
績

が
の
び
、
自
分
の
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
生
か
ら
す
す
め
ら
れ
て
い
た

シ
リ
ウ
ス
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。シ

リ
ウ
ス
で
は
難
し
い
問
題
が
多
く
、つ

い
て
い
く
の
に
や
っ
と
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、シ
リ
ウ
ス
の
先
生
も
私

の
苦
手
な
単
元
の
プ
リ
ン
ト
を
個
別
で

く
だ
さ
り
、
苦
手
な
と
こ
ろ
も
か
な
り

減
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
三
年
生
に
な
り
、
受
験
生
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、
得
意
科
目
が

増
え
る
中
で
、な
か
な
か
伸
び
な
く
な
っ

た
成
績
と
苦
手
科
目
に
焦
り
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
な
の

か
心
配
に
な
っ
た
私
が
す
す
め
ら
れ
た

の
は
フ
リ
ー
ス
テ
ッ
プ
と
の
W
受
講
で

し
た
。も
ち
ろ
ん
、
通
塾
日
数
は
増
え
、

休
み
は
週
に
一
日
だ
け
で
し
た
が
、
行
き

た
い
高
校
に
行
く
た
め
フ
リ
ー
ス
テ
ッ

プ
で
苦
手
を
な
く
し
、ク
ラ
ス
の
通
常

授
業
で
基
礎
を
固
め
、シ
リ
ウ
ス
で
応

用
問
題
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
夏
終
わ

り
の
開
成
公
開
テ
ス
ト
で
ぐ
ん
っ
と
成

績
が
伸
び
ま
し
た
。し
か
し
学
校
で
は
、

「
危
険
で
受
か
ら
な
い
」と
言
わ
れ
ま
し

た
。そ
れ
で
も
諦
め
な
い
私
に
塾
の
先

生
は「
そ
れ
な
ら
が
ん
ば
れ
」と
背
中
を

押
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
最
後
ま
で

諦
め
な
い
気
持
ち
が
合
格
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
開
成
で
は
た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
家
で
も
母
が
私

を
信
じ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
今
ま
で
の

人
生
で
一
番
つ
ら
か
っ
た
一
年
を
乗
り
こ

え
、
生
野
高
校
に
合
格
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
私
が
合
格
で
き
た
の
は
開

成
の
お
か
げ
で
す
。

僕

私

合格への軌跡と笑顔を届けます

2018年度入試を終えて 

合格体験記● 富田林市立第一中学校 卒業
● 富田林教室

その他合格校
● 大阪女学院高校  普通科理系

中川 潤葉さん

大阪星光学院中学校

生野高校
文理学科

● 東大阪市立森河内小学校 卒業
● 深江橋教室

　

瀬川 晴人さん

その他合格校
● 高槻中学校
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は
金
網
が
巻
い
て
あ
る
、
毎
年
角
切

り
が
行
わ
れ
て
い
る
等
）
が
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
そ

れ
な
ら
も
っ
と
奈
良
公
園
の
鹿
を
調

べ
て
み
よ
う
、
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
生
じ
た
新
た
な
疑
問
（
ど
う

し
て
奈
良
公
園
に
は
鹿
が
た
く
さ
ん

住
ん
で
い
る
の
か
、
何
年
位
前
に
奈

良
公
園
は
作
ら
れ
た
の
か
等
）
も
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
か
ら
、奈
良
公
園
に

出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
帰
っ
て
き
て
か
ら
、
そ
こ
で
わ
か
っ

た
こ
と
や
新
た
に
生
じ
た
疑
問
を
作

文
に
書
い
て
、
互
い
に
発
表
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、
事
実
誤
認
の
修
正
や
、
生

じ
た
疑
問
の
解
決
も
で
き
ま
す
が
、

限
界
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、
最
後
に

「
鹿
の
資
料
館
」
を
訪
問
し
て
、
そ
の

疑
問
を
埋
め
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

画
用
紙
に
ま
と
め
て
互
い
に
発
表
し

た
そ
う
で
す
。

開
成
教
育
グ
ル
ー
プ
　
入
試
情
報
室

こ
ん
に
ち
は
。
藤
山
で
す
。
教
育
に
関
す
る
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
新
し
い
指
導
要
領
と
教
育
学
に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
藤
山
で
す
。
教
育
に
関
す
る
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
新
し
い
指
導
要
領
と
教
育
学
に
つ
い
て
お
送
り
し
ま
す
。〈最終学歴〉

大阪大学　
人間科学研究科博士前期課程修了
人間科学修士（教育学）

〈所属学会〉
・日本教育学会・日本教育工学会・教育心理学会 

藤山正彦先生

保護者向け

藤
山
正
彦
の

新しい指導要領と教育学
　
こ
こ
で
は
、
自
分
た
ち
で
疑
問
を

明
確
に
し
、
知
識
を
自
分
た
ち
の
観

察
力
で
集
め
、表
現
す
る
こ
と
で
、さ

ら
に
新
た
な
知
識
や
疑
問
を
生
み
出

す
と
い
う
過
程
を
、協
力
し
合
っ
て
行

う
と
い
う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

②
小
学
5
年
生
の
「
し
ご
と
学
習
」＝

「
割
り
ば
し
論
争
」

　
割
り
ば
し
が
森
林
破
壊
に
つ
な
が

る
の
か
、そ
う
で
な
い
の
か
を
互
い
に

議
論
さ
せ
、
そ
の
議
論
を
深
め
る
た

め
に
必
要
な
資
料
を
自
分
た
ち
で
探

す
と
い
う
活
動
で
す
。割
り
ば
し
は

な
ん
の
木
か
ら
作
っ
て
い
る
の
か
、
1

本
の
木
か
ら
取
れ
る
割
り
ば
し
の
本

数
や
、
日
本
で
ど
の
く
ら
い
割
り
ば

し
が
消
費
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、

数
値
デ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、
V
T
R

資
料
な
ど
も
視
聴
し
、
さ
ら
に
奈
良

県
内
の
生
産
地
を
見
学
し
て
新
た
な

知
識
を
得
て
皆
で
ま
と
め
ま
す
。そ

の
過
程
で
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
と

の
意
見
の
子
ど
も
が
逆
の
立
場
に
移

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
他
の
生
産

地
で
も
同
じ
な
の
か
と
い
う
疑
問
か

ら
態
度
を
保
留
す
る
子
ど
も
も
お
り
、

学
び
の
課
程
で
自
分
の
意
見
が
変
わ

る
と
い
う
こ
と
を
体
験
さ
せ
る
と
い

う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
文
部
科
学
省
で
は
、
新
指
導
要
領

の
理
念
と
し
て
『
よ
り
よ
い
学
校
教

育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る

と
い
う
目
標
を
共
有
し
、
社
会
と
連

携
･
協
働
し
な
が
ら
、
未
来
の
創
り

手
と
な
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能

力
を
育
む
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育

課
程
」
の
実
現
』
と
あ
り
ま
す
が
、②

の
実
践
は
、
ま
さ
に「
よ
り
よ
い
社
会

を
創
る
と
い
う
目
標
を
共
有
し
」
て

い
る
事
に
な
り
ま
す
。学
習
の
基
本

で
あ
る
「
知
識
や
技
能
」の
習
得
も
大

切
で
す
が
、
そ
こ
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

し
ま
う
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。学

ぶ
意
味
を
常
に
意
識
し
、
学
ぶ
意
欲

を
高
め
続
け
る
こ
の
よ
う
な
実
践
が

多
く
の
学
校
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
指
導
要
領
の
研
究

は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、奈
良
女
子
大

附
属
小
学
校
の
実
践
集
は
1
9
9
8

年
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

の
ほ
う
は
、
さ
ら
に
古
く
1
9
9
5

年
出
版
の
も
の
で
す
。1
9
9
5
年

　
学
習
指
導
要
領
は
10
年
に
一
度
の

大
改
訂
と
5
年
に
一
度
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
ま
す
。2
0
2
0
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
も
実
は
大
改

訂
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。そ
の
春
か

ら
小
学
校
で
は
、
次
の
年
に
は
中
学

校
で
新
し
い
指
導
要
領
に
基
づ
い
た

教
科
書
を
使
っ
た
授
業
が
開
始
さ
れ

ま
す
が
、
既
に
本
年
度
か
ら
移
行
期

間
に
入
っ
て
お
り
、今
年
入
学
し
た
中

学
生
は
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
学

ば
な
か
っ
た
内
容
も
一
部
取
り
扱
う

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
新
指
導
要
領
の
特
徴
は
、
学

力
を
「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
」「
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
」の
3
段
階
に
規
定
し
、
そ

の
力
を
付
け
る
た
め
に
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
視
点
か
ら
学
習
過

程
を
改
善
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

私
立
の
み
な
ら
ず
、
公
立
高
校
で
も

教
科
横
断
型
の
課
題
研
究
の
時
間
を

設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
き

ま
し
た
し
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
双
方
向
型

の
授
業
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
な
ど
、
一
昔

前
の
学
校
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
授
業
形
態
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
指
導
要
領
に
向
け

て
の
検
討
や
研
究
は
、
ど
の
段
階
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。前

回
の
改
定
が
終
わ
っ
て
、
つ
ま
り

2
0
1
0
年
以
降
に
検
討
が
始
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
手
元
に
2
冊
の
本
が
あ
り
ま
す
。

1
冊
は
以
前
こ
の
欄
で
合
科
授
業
を

紹
介
し
た
「
奈
良
女
子
大
学
附
属
小

学
校
」の
総
合
学
習
の
実
践
記
録
、
も

う
1
冊
は
「
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
の
音
楽
授
業
2
」
と
い
う
音
楽

教
育
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し

た
事
例
集
で
す
。こ
れ
ら
は
新
指
導

要
領
に
つ
な
が
る
研
究
の
ご
く
一
部

で
す
が
、
奈
良
女
子
大
学
附
属
の
実

践
集
を
元
に
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
理
念
を
説
明
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
奈
良
女
子
大
学
附
属
小
学
校
で
は
、

子
ど
も
の
主
体
的
な
追
及
を
目
指

す
学
習
の
事
を
「
し
ご
と
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、学
校
に
お
け

る
子
ど
も
の
全
生
活（
学
習
）を「
し

ご
と
」「
け
い
こ
」「
な
か
よ
し
」の
3

つ
の
部
面
か
ら
と
ら
え
て
構
造
化
す

る
と
い
う
考
え
方
が
戦
後
か
ら
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
し
ご
と
」は

今
で
い
う
と
こ
ろ
の「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
」だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

①
小
学
2
年
生
の
「
し
ご
と
学
習
」

＝「
奈
良
公
園
の
鹿
」大
研
究

　
き
っ
か
け
は
あ
る
児
童
の
日
記
で
す
。

学
校
の
帰
り
の
バ
ス
の
中
か
ら
、
鹿

が
木
に
角
を
立
て
て
い
る
光
景
を
見

て
、
何
の
た
め
に
そ
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
か
疑
問
を
感
じ
た
と
い
う

内
容
で
す
。そ
の
日
記
を
朝
の
会
の

続
き
に
子
ど
も
に
紹
介
す
る
と
、
そ

れ
に
ま
つ
わ
る
知
識
（
大
き
な
木
に

と
い
え
ば
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
か
ら
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
9
5
が
発
売
さ
れ
た
年

で
す
か
ら
、
今
よ
り
は
る
か
に
性
能

が
低
く
、し
か
も
高
価
で
あ
っ
た
た
め

台
数
も
限
ら
れ
た
パ
ソ
コ
ン
と
そ
の

周
辺
機
器
を
工
夫
し
て
使
い
な
が
ら

生
徒
に
作
曲
さ
せ
る
と
い
う
実
践
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。と
こ
ろ
で

奈
良
女
子
大
学
附
属
小
学
校
の
こ
の

実
践
は
大
正
時
代
の
新
教
育
運
動
を

ル
ー
ツ
と
し
ま
す
の
で
、
約
1
0
0

年
の
研
究
成
果
だ
と
も
い
え
ま
す
。

今
後
、
国
立
大
学
の
文
系
学
部
を
統

廃
合
し
て
、
特
に
教
員
養
成
系
は
無

く
し
て
し
ま
お
う
、
と
い
う
乱
暴
な

議
論
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

意
見
の
方
は
次
世
代
の
教
育
を
変
え

る
今
回
紹
介
し
た
よ
う
な
研
究
が

日
々
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
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認
定
さ
れ
た

英
語
外
部
検
定

　

2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
る
大
学
入
試
改

革
の一
環
と
し
て
、英
語
の
外
部
検
定（
以

下「
検
定
」と
省
略
）が
利
用
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。2
0
2
1
年
度

入
試（
現
在
の
高
校
1
年
生
が
受
験
す
る

入
試
）か
ら
は
セ
ン
タ
ー
試
験
の
英
語
に
加

え
て
、こ
の
検
定
の
ス
コ
ア
が
必
要
と
な
り

ま
す
。し
か
し
英
語
の
検
定
に
は
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、大
学
入
試
と
し

て
使
え
る
検
定
を
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
は

2
0
1
8
年
3
月
26
日
、「
大
学
入
試
英

語
成
績
提
供
シ
ス
テ
ム
」の
参
加
要
件
の
確

認
結
果
と
い
う
形
で
発
表
し
ま
し
た
。少
し

わ
か
り
に
く
い
で
す
が
、こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

入
試
で
利
用
す
る
英
語
の
検
定
の
成
績
を

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が一元
管
理
す
る
も
の

で
す
の
で
、そ
こ
に
登
録
さ
れ
な
い
検
定
は
、

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」を
利
用
す
る
入

試
に
通
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。今
回
の
発
表
は
、そ
の
シ
ス
テ
ム
で
対

象
と
な
る
検
定
と
し
て
、8
団
体
の
検
定
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
3
の
4
月
〜
12
月
に
受
け
た
、こ
れ
ら

の
民
間
試
験
の
う
ち
、2
回
分
が
採
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。英
検
®
の
資
格
は一

生
使
え
ま
す
が
、大
学
入
試
に
関
し
て
は
こ

の
1
年
以
内
に
受
験
し
た
も
の
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。（
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い

事
情
で
高
3
時
に
受
験
が
出
来
な
か
っ
た

場
合
は
、高
2
時
の
結
果
が
認
め
ら
れ
る
、

既
卒
生
は
現
役
と
1
浪
時
の
2
年
分
の
中

で
最
高
の
も
の
が
使
え
る
と
い
う
と
い
う
特

例
も
あ
り
ま
す
。）

　

日
本
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
日
本
英
語

検
定
協
会
の「
英
検
®
」に
は
1
次
合
格
者

の
み
が
2
次
の
面
接
に
進
め
る「
従
来
型
」、

1
次
で
の
不
合
格
が
無
い「S-Interview

」、

こ
れ
が
1
日
で
完
結
す
る「1day

」、パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
受
験
す
る「
英
検
®C

BT

」

の
4
方
式
が
あ
り
ま
す
が
、今
回
の
検
定
の

条
件
と
し
て「
1
回
の
試
験
で
4
技
能
を

測
定
」で
き
る
も
の
、と
の
条
件
が
付
い
て

い
ま
す
の
で
、1
次
合
格
者
の
み
が
2
次
の

面
接
に
進
む
こ
と
が
で
き
る「
従
来
型
」は

認
定
か
ら
外
れ
て
い
ま
す
。但
し
、こ
の「
1

回
の
」と
い
う
条
件
は
1
日
と
い
う
意
味
で

は
な
い
の
で
、そ
の
他
の
3
方
式
は
有
効
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
定
の
級
や
ス
コ
ア
は
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
が
管
理
し
て
、各
大
学
か
ら
請

求
が
あ
れ
ば
使
え
る
よ
う
に
準
備
を
し
て

い
ま
す
よ
、と
い
う
段
階
ま
で
は
決
定
し
て

い
る
の
で
す
が
、実
は
肝
心
の
大
学
が
そ
の

利
用
法
を
決
め
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。そ

も
そ
も
現
行
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

で
も
、大
学
に
よ
っ
て
使
用
す
る
点
数
と
い

う
の
は
受
験
し
た
す
べ
て
の
科
目
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。例
え
ば
東
京
大
学
は
セ
ン
タ
ー
試

験
の
リ
ス
ニ
ン
グ
の
点
数
を
無
視
し
ま
す
。

合
計
点
が
足
切
り
点
以
上
な
ら
、別
に
リ
ス

ニ
ン
グ
は
0
点
で
も
構
い
ま
せ
ん
。（
と
は
い

え
、2
次
試
験
に
30
分
も
の
リ
ス
ニ
ン
グ
が

待
っ
て
い
ま
す
が・・・）ま
た
、東
京
外
国
語

大
学
の
後
期
試
験
で
は
、セ
ン
タ
ー
試
験
の

5
教
科
の
う
ち
、採
用
さ
れ
る
の
は
、英
語

と
国
語
と
そ
の
他（
数
学
、地
歴
公
民
）か

ら
1
科
目
の
合
計
3
科
目
分
し
か
採
用
さ

れ
ま
せ
ん
。と
い
う
わ
け
で
、検
定
に
つ
い
て

も
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
認
定
し
た
と
い
っ

て
も
、そ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か

は
大
学
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。実
は

朝
日
新
聞
が
2
0
1
8
年
7
月
〜
8
月
に

全
国
82
の
国
立
大
学
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

8
月
10
日
の
段
階
で
、北
海
道
、東
京
、名

古
屋
、大
阪
、九
州
な
ど
の
旧
帝
国
大
学
を

は
じ
め
と
し
て
37
大
学
は「
活
用
す
る
か
も

含
め
て
未
定
」と
答
え
て
い
ま
す
。一方
先
に

例
を
示
し
た
東
京
外
国
語
大
学
や
滋
賀
大

学
な
ど
は
、出
願
資
格
と
し
て
採
用
す
る
と

し
て
い
ま
す
。し
か
し
こ
れ
に
関
し
て
も
、国

立
大
学
協
会
が
出
願
資
格
と
し
て
使
う
場

合
は
国
際
標
準
規
格「C

EFR

（
セ
フ
ァ
ー

ル
）」の
6
段
階
で
下
か
ら
2
番
目
の

「
A
2
」と
い
う
目
安
を
示
し
て
い
ま
す

が
、各
大
学
が
ど
の
水
準
を
採
用
す
る
の
か

不
透
明
で
す
。つ
ま
り
、ど
の「
検
定
」で
ど

の
程
度
の
級
や
ス
コ
ア
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
、と
い
う
の
が
はっ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
私
立
も
含
め
て
こ
れ
ら
の「
検
定
」

は
ど
の
程
度
、大
学
入
試
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。旺
文
社
に
よ
る
、検
定

別
の
利
用
率
に
関
す
る
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
グ
ラ
フ
の
1
0
0
と
い
う
の
は
、外

部
検
定
を
利
用
し
て
い
る
入
試
方
式
を

1
0
0
と
し
て
い
ま
す
の
で
、例
え
ば
、検

定
を
入
試
に
利
用
し
て
い
る
全
大
学
全
学

部
の
う
ち
、英
検
®
を一
般
入
試
に
利
用
し

て
い
る
大
学
学
部
は
9
4
.
4
%
だ
、と
い

う
意
味
で
す
。こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

T
EA
P

やIELT
S

の
利
用
率
は
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
資
料
か
ら
す
る
と
、英
検
®

かT
O
EIC

、学
校
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、一

般
入
試
を
考
え
て
い
る
場
合
はG

T
EC

を

選
ん
で
お
く
の
が
無
難
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、国
立
大
学
で
検
定
を
利
用
し
て

い
る
大
学
の一部
と
そ
の
級
、ス
コ
ア
を
紹
介

し
ま
す
。

　
ご
覧
の
よ
う
に
、利
用
で
き
る
検
定
や
そ

の
基
準
は
様
々
で
す
。但
し
英
検
®
に
関
し

て
は
3
級
以
下
が
基
準
に
な
っ
て
い
る
大
学

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、最
低
で
も
準
2
級
、

で
き
れ
ば
準
1
級
と
い
う
の
が
目
指
す
べ
き

基
準
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
の
高
2
以
上
の
皆
さ
ん
に
も
通
用

す
る
重
要
情
報
で
す
が
、英
検
®
の
場
合
は

合
格
、不
合
格
の
み
な
ら
ず
、「C

SE

ス
コ
ア
」

と
い
う
点
数
が
基
準
に
使
わ
れ
て
い
る
大

学
も
あ
り
ま
す
。英
検
®
の
準
1
級
の
合
格

ラ
イ
ン
はC

SE

ス
コ
ア
で
2
3
0
4
点
以

上
で
す
が
、「
英
検
®
準
1
級　

ま
た
は

C
SE

ス
コ
ア
2
1
0
0
が
出
願
資
格
」、と

入
試
要
項
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
、準
1
級

が
不
合
格
で
もC

SE

ス
コ
ア
が
2
1
0
0
〜

2
3
0
3
の
間
な
ら
出
願
で
き
る
、と
い
う

わ
け
で
す
。専
修
大
学
や
東
洋
大
学
な
ど
、

こ
の
ス
コ
ア
を
基
準
と
し
て
い
る
大
学
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。募
集
要
項
を
も
う一
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ど
の
程
度
の
級
、

ス
コ
ア
が
必
要
か

高
2
生
以
上
も
含
む
皆
様
へ
の

お
得
な
情
報

各
国
立
大
学
の
動
向

ど
の
検
定
を
受
検
す
る
べ
き
か

●
英
検
®（
1
級
〜
3
級
）

　

 【
公
益
財
団
法
人 

日
本
英
語
検
定
協
会
】 

※
新
方
式
で
の
実
施

　

 

※
英
検
®
は
、公
益
財
団
法
人
日
本
英
語
検
定
協
会
の
登
録
商
標
で
す
。

　

 

こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、公
益
財
団
法
人
日
本
英
語
検
定
協
会
の
承
認
や
推
奨
、

　

 

そ
の
他
の
検
討
を
受
け
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●T
EA
P

（T
EA
P

／T
EA
P C
BT

）

　

 【
公
益
財
団
法
人 

日
本
英
語
検
定
協
会
】

●IELT
S

（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・モ
ジ
ュ
ー
ル
）

　

 【
ブ
リ
テ
ィッ
シ
ュ・カ
ウ
ン
シ
ル
】

●T
O
EFL iBT

　

 【Educational T
esting Service

】

●T
O
EIC

（L&
R 

お
よ
びS&

W

）

　

 【一般
財
団
法
人 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
】

●GTEC

（Advanced

／Basic

／Core

／CBT

）

　

 【
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
】

●
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
英
語
検
定（
8
種
）

　

 【
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
英
語
検
定
機
構
】

●IELT
S

（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・モ
ジ
ュ
ー
ル
）

　

 【ID
P:IELT

S A
ustralia

】

※

英
検
®
は
、公
益
財
団
法
人
日
本
英
語
検
定
協
会
の
登
録
商
標
で
す
。

※

こ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、公
益
財
団
法
人
日
本
英
語
検
定
協
会
の
承
認
や

　
推
奨
、そ
の
他
の
検
討
を
受
け
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入試情報室より

入試情報室　藤山  正彦

大学入試と
英語外部検定試験

「検定利用と基準例（国立大）」

「検定別利用率」

「各資格・検定試験とCEFRとの対照表」
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